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成果の特徴
• 食品中で発生する損傷菌について、菌の回復の様子を定量PCR法により観察し、

「増殖遅延時間（GDT）」を損傷度指標とした損傷菌評価法を検討しました。
• 味噌等の食品中においても、損傷菌の増殖遅延時間を取得することが出来ました。

成果の活用
食品中で発生する損傷菌の把握により、適切な微生物制御処理条件の設定が可能になり
ます。食品毎・食中毒菌種毎に、損傷菌発生状況の把握が出来る可能性があります。
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回復培養時間 (h) 定量PCRを用いることで、
食品でも損傷菌評価ができる可能性

定量PCRにより、損傷菌の回復過程をモニタリング
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